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平成 18年度山口県立山口図書館運営方針

I 運営の基本

再編された新たな組織の下、「県立図書館あり方検討委員会報告Jを踏まえ、多様化・高度化する

県民のニーズに対応した県内全域の図書館サービスの向上を図るため、「公立図書館の設置及び運営

上の望ましい基準Jを基本にしながら、市町立図書館への支援と県民への直接的利用に応えるととも

に、県内図書館のネットワークの充実や関係機関との連携に努め、地域を支える情報拠点を目指す。

II 平成 18年度重点事項

1 資料の収集・提供 ・保存

現代的課題等に対応するために、資料収集方針の改定を行い、的確な資料提供に努める。

図書館資料の保存のあり方について、市町立図書館を対象とした調査等を行し、検討する。

2 レファレンス・サービスの機能強化

レファレンス事例、ふるさと文献情報等のデータベースの充実を図るとともに、主題別や現代的

課題についての関係資料リストの作成 ・提供を行う。

3 子ども読書活動の推進

「子ども読書支援センターJを中心に、「山口県子ども読書活動推進計画Jに基づき市町立図書

館を核とした地域ネットワークの形成等を促進する。

新刊児童書研究会、民間指導者養成講座等の開催により、学習機会の提供や人材育成に努める。

4 祝日開館の試行

祝日開館について試行、調査を行い本格実施のための問題点等について検討する。

5 市町立図書館及び関係機関とのネットワークづくり

市町村合併等に対応した巡回協力業務の拡充を図るとともに、委託を含めた物流ネットワークに

ついて検討する。

図書館運営の相談に的確に応じるため、関連情報の収集提供、調査研究を行う。

関係機関と連携 ・協力し、所蔵資料 ・情報の活用について調査、研究する。

市町立図書館等への講師派遣を行う。

6 組織体制の充実と職員の専門能力の育成

「図書館運営協議会」を新たに設置し、業務の透明性を高め、運営の改善を目指す。

再編された組織により、総合的企画調整機能の強化、収集部門と提供部門との一体化による専門

性を目指したサービス体制の充実、市町立図書館への支援の強化を図る。

新任者研修や専門講座等の職員研修の充実とともに、情報技術等に関する専門性の向上を図る D

7 施設・設備の再編

書庫の狭隆化に対応するため、既存資料の整理とともに、配架スペースの確保に努める。

老朽化への対策として、緊急優先箇所の選定とバリアフリー化に向けた検討を行う。

館内レイアウトについて、現代的課題に対応した書架構成やサインの見直し等を行う。

8 広報の充実

ホームページの改善を行うなど、効果的な広報の実施に努める。

9 調査、研究開発

県内外の図書館情報を収集、分析して館運営に反映するとともに、その成果を広く提供する。
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I 図書館管理の概況

1 名称・所在地等
名 称 山口県立山口図書館

所在地 山口市後河原150-1

電話番号 山口（083)924-2111（代） FAX (083) 932-2817 

機関名 山口県立山口図書館・山口県点字図書館（山口県文書館）

2 組織・事務分掌・職員数等（平成 18年 3月 31日現在）

F一一総務課長

公印管守

文書収受・発送・保存

主 事c2)I 人事管理・福利厚生・公務災害

嘱

関係機関・団体との連絡調整

広報

視聴覚資料貸出

ー一一整備課長一主査(1）一一主 任（1）「資料収集・受入・保管・除籍

司

嘱

書（2)I 資料の分類・目録編成・装備

託(1)I 資料統計・整備技術指導・普及

」逐次刊行物の受入・整理

資料の調査・相談

館長一副館長→ 主幹兼 ｜ 資料の利用・複写

トー参考課長一主査（6）一一嘱 託Cl)I 資料の相互貸

臨時職員（2)I 館内奉仕の企画

主幹兼

一一普及課長一主査（4）一一主 任（1)

一一主幹

主任司書（1)

嘱託(1)
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閲覧室等の管理

図書の貸出・返却

利用統計

市町村図書館支援・協力

普及用図書の収集・整理・提供

読書指導・普及

巡回協力車の運行

読書団体育成

文庫等利用統計

関係機関・団体との連絡調整

子ども資料室の運営

子ども読書支援センター業務

音楽資料室業務

点字図書館の運営、点字・録音図書の貸出

点訳・音訳ボランティアの養成



3 施設・設備
構造 RC  （中央ホール屋根S造）

本館地下 1階地上3階

書庫 地 下2層地上7層

面積 敷地面積 10, 169. 41 rd 

建築面積 3, 978. 97 rd （延べ面積） 9, 819. 14rd 

部門別内訳

施 吾画川又J 図 書 館 点字図書館 文 書館

利用者ゾーン 2, 364rd 42rd 209rd 

業務ゾーン 999 63 235 

書庫その他 4,492 85 788 

計 7,855 190 1,232 

施設設備の概要

(1）主要施 設

施 設 室 名 席数

中 央 ホ 一ノレ 22 

参 考 資 料室 110 

子ども資料室 58 
3日2:. 楽 資 料室 20 

新聞・雑誌コーナー 43 

図 書館 関 係 中 央 関 覧 室 60 

県 民 資 料室 12 

明治維新資料室 8 
古

* 閲 覧 室 10 

第 1 研修室 60 

第 2 II 45 

言十 448 

調 査 室 32 

文 書館 関 係 大絵図利用室 8 

特殊調査室 8 

レクチヤールーム 294 

書 庫

共通使用関係
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レクチヤールーム 計

506rd 3 121 rd 

36 1,333 。 5,365 

542 9,819 

摘 要

開架書架（10万冊分）

畳部屋

（資料収容可能数）

図書館 500,000冊

文書館 200,000点

視聴覚 20,000点

点字図書館 20,000点



(2）機械等設備

ア空調関 係

・空調方式一全ダクト方式

空気調和機

エアーカーテン用エアワッシャー

11台

lムロ

エコノベント l台

書庫用除湿機（ガス方式） ※使用不能 l台

・熱 源ーガス直焚吸収式

ガス直焚吸収式冷温水機 4台

．制御方式一中央監視制御方式

イ電気設備

高圧受電設備 • 650K VA  6, 600V 

高圧発電機設備 125K VA  6, 600V 

ウ館内電話設備

クロスパー交換機60回線分散式

エ衛生設備

市水道高架水槽直結、市下水道直結

オエレベーター設備（書庫専用）

乗用（9人乗）

(3）視聴覚設備

ア レクチヤールーム

映写設備一式 ※一部使用不能

音響設備一式

ビデオ設備一式

アナライザー設備（100席） ※使用不能

イ 音楽資料室

C Dデッキ ’ 5台

(4) 山口県図書館データ通信システム

ア 情報提供システム（NPYビ、ル 7 F）…平成14年4月運用開始

情報検索 24時間 Dell PowerEdge2550 

イ 業務システム（館内）…平成15年10月運用開始

運用ソフト NAL  I S-P2.3(NTTDATA九州）

業務用サーバー NEC  Express580/140Rc 

タッチOPACサーバー NEC  Express580/120Rf 

キーボードOPACサーバー NEC  Express580/120Rf 

業務用 PC N E C MA26YGZEC 

（カウンター 7台、事務用 31台）

タッチOPAC SATELLITEROBO 

キーボードOPAC NE  C MA26YGZEC 

利用者インター不ットPC N E C MA26YGZEC 

（平成16年 1月 新システム運用本格開始）

- 3 -

l台

1台
1ム口
lムロ

38台

ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ

ワ
t

p

O

氏
U



4 開館時間及び閉館日
(1）開館時間

日曜 日 9: 00～17 : 00 
火～金曜日 9: 00～19: 00 
土曜 日 9: 00～17 : 00 

(2）閉館日

ア 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

イ 月曜日及び月末整理日

ウ 1月2日から同月4日まで及び12月28日から同月 31日まで

エ 資料点検期間（春季及び秋季においてそれぞれ10日以内の期間）

オ館長が特に閉館の必要があると認める日
(3) 本年度の開館日数 260日

5 管内人口と面積
(1) 人 口 1,484,493人（人口動態調査 Hl8.4. 1 ) 
(2) 面 広積 6, llO. 83knf （国土交通省国土地理院調 Hl4. 10. 1) 

6 運営方針
「平成16年度山口図書館年報」表紙裏参照

7 運営費
Q上一平盛口年度決算塑

科 目 金 額 科

報 酬 7,632 委 託
目

料
士七 済 費 1,439 使用料及び賃借料

賃 金 5,997 工 事 き百主円 負 費

報 償 費 599 備 ロロ口 R著 入 費

旅 費 1,319 図 三Eヨ主 購 入 費
宵昌苛三ト 用 費 29,080 庁 用 器 F目て． 類

一 般需用費 29,078 負担金補助及び交付金

（定期刊行物） 5,095 
（製 本） 562 
（光熱水費） 15,250 

（そ の 他） 8, 171 

食 糧 費 2 
役 務 費 2 746 計

{22 平成rn年度杢算
科 目 金 額 科 目

報 酬 8 073 委 託 来ヰ
士七 済 費 1,325 使用料及び賃借料

賃 人以l.. 4,375 備 ロロロ R著 入 費
報 償 費 982 図 重F弓宝 購 入 費

旅 費 2,346 庁 用 器 具 類
育虐吾百 用 費 27, 311 負担金補助及び交付金

一般需用費 27,309 
（定期刊行物） 4,941 

（製 本） 300 
（ 光熱水費） 16,000 
（そ の 他） 6,068 

食 糧 費 2 
役 務 費 2,309 計
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｛杢凹〕
金 額

21,072 
41,848 
15,324 
47,938 
46,043 
1,895 
333 

175,287 

（千円）

金 額
22,961 

37,907 
46,885 
46,059 

826 
673 

155,147 



8 特記事項
(1) 県立図書館あり方検討委員会が平成 16年 9月、県教育委員会に設けられ、 5回の委員会討議の後、

平成 17年 11月8日、県教育長に報告がなされた。
報告内容概要
①県立図書館を取り巻く環境の変化
②県立図書館の役割と機能
③県立図書館のあり方と具体的方策

－『市町立図書館への支援』の強化
－『県民への図書館サービスの提供』の強化
－『県立図書館と市町立図書館とのネットワークづくり』の推進

④県立図書館の組織体制及び施設・設備の再構築
(2) 外壁等改修工事が県建築指導課設計、監理のもと実施された。

工事期間平成17年 10月 29日～平成 18年3月30日
工事内容概要外壁タイル等の調査、交換、補修工事

書庫屋上防水工事
書庫北側明かり取りガラスブロック取替工事
4階屋上出入口扉取替工事
屋上排風機械室出入口鉄扉取替工事

(3) 館内の天井の一部にアスベストが含有する資材が判明したので、臨時閉館をし、除去工事を実施した。
工事期間平成17年 12月 15日～平成 17年 12月 29日
臨時閉館期間平成 17年 12月 15日～平成 17年 12月 27日

(4) 外部包括監査

地方自治法第252条の37第l項に基づく外部包括監査が、山口県文書館等の他の県立公共施設とともに、

原則として平成 16年度の財務事務の執行及び管理運営を対象として、平成 17年8月 24日から平成

1 8年2月 28日にかけて実施された。監査の結果は平成 18年3月20日に県教育長に報告がなされ

た。

総括事項では関係法令等に基づき適正に処理されているとされたが、個別事項において指摘を受けた。

(5) 県立図書館の組織改正

文部科学省告示「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準J（平成13年7月）、「子どもの読書活動

推進に関する法律J（平成13年12月）等図書館関係、の法令の制定・施行や、近年のコンピューターシス

テムの導入・進化による図書館業務の変化、山口市立図書館の開館（平成15年11月）、子ども読書支援

センター設置（平成16年4月）等の内外の図書館を巡る状況変化に対応するため、「県立図書館あり方

検討委員会J報告に基づき、山口県教育委員会行政組織規則が改正され、県立図書館の組織が 33年ぶ

りに平成 18年度から改正された。（「平成 18年4月 1日以降の組織・事務分掌・職員数等」（p6）参

照）

－企画振興課を新設

・整備課と参考課を統合し、資料情報課を設置。課に資料情報班と郷土資料班を新設

・普及課を事業推進課に変更し、地域協力班とこども読書推進班を新設 等

- 5 -



［平成18年4月1日以降の組織・事務分掌・職員数等］

「一公印管守、人事管理、福利厚生、文書管理

｜ 予算経理、公有財産・物品管理

館長T 副館長一「一総務課長 主事（2)I 視聴覚ライブラリー

嘱託（1)I レクチヤールーム使用許可

」一関係機関・団体等との連絡調整

図書館奉仕の企画調整・管理

副館長一一ト企画振興課長一一一主査(1）一一主任（1)I 図書館奉仕の計画・評価、

兼企画振興課長｜ ｜ 広報、図書館ネットワークシステム

図書館運営協議会、全館的行事

〔資料情報班〕 「一図書館資料（郷土資料を除く）の

主査（3）一一司書（3)I 収集・受入・分類・装備

嘱託（2)I 図書館資料の提供、複写、管理、

主幹 兼 ｜ 臨時職員（1)I レファレンス、業務統計、資

一資料情報課長→ 」ーその他の館内奉仕業務

〔郷土資料班〕 「一図書館資料（郷土資料）の

主査（3) I 収集・受入・分類・装備

レファレンス・データベース

資料展示、資料情報の加工

主査（3）一一主任(1)I 職員研修、巡回協力車運行

嘱託（1) I 普及用図書の収集・受入・管理

主幹兼 ｜ ｜ 文庫の編成・貸出、業務統計

一事業推進課長一寸 ｜ その他の館内奉仕業務

点字図書館運営

点訳奉仕員・音訳奉仕員の養成・指導

〔こども読書推進班〕「一子ども読書支援センター運営

任（

司書（1)I ・提供
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レフアレンス、業務統計

その他子ども読書活動推進業務

音楽資料室運営



II 図書館資料収集整備の概況

1 整備業務の概要
(1)組織目標の設定

「行政資料・情報の計画的収集及び提供」について、市町村合併の終盤を迎えた 17年度は、特に

行政資料の積極的な収集を図り、収集した山口県関係行政資料については、年度末に郷土資料新着ニ

ュースの特集号として資料情報を提供したD また、山口県文書館と行政資料の収集について情報交換

を行った。

(2）研修事業

資料の収集・整理に関する研修事業等に協力して講習会等を実施した。

ア 平成 17年度図書館新任職員基礎講座第 1回（山口県図書館協会） 5月 27日 受講者 21名

イ 県立学校図書館担当の事務職員等の実務研修（山口県教育委員会教職員課） 8月 26日

学校図書館業務を行う事務職員等を対象に図書の受入から払出、分類・目録、装備・補修・製本

等について、実務研修を実施した。 受講者35名

ウ 図書館学実習生受入資料整理業務 7月 27日～ 30日

このほか、山口県立光丘高等学校「産業社会と人間Jの授業関連講演会に講師を派遣した。

(3）ホームページへの目録等の提供

教育映画等目録

山口県立山口図書館購入雑誌一覧

(4）データ整備等

ア 郷土資料分類規程の変更

市町村合併に伴い、市町村史や市町村行政資料等の分類を見直し、「山口図書館郷土資料分類規

程Jの地方区分を主として次のとおり変更した。

（ア）市町村名が継承されている場合、継承された市町村名の分類を採用する。

（イ）市町村名が新たに命名された場合は

・上位概念の郡部の分類を採用する。

－二つ以上の郡にまたがる場合は、各郡に属する自治体が多い方の郡部の分類を採用する。

イ 所蔵データの整備

（ア）受入区分の変更 「40 仮受」→「40 製本j

（イ）受入区分の追加 「69 仮受J（点字図書館資料使用） 「80 発見（帳外）J 

(5）寄贈

ア 旧制山口高等学校同窓生著書等の寄贈

旧制山口高等学校の同窓会「鴻南会J事務局から、同窓生の著作物を収集して保管してきたが、

これを県立図書館に寄贈して県民に公開し、利用してもらいたいという申し込みがあった。

3月に当館が「旧制山高文庫Jとして受け入れることについて「鴻南会j と覚書を交換した。

イ 教科書の寄贈について

山口県教育委員会指導課から、平成 18年度使用中学校教科書 13 1冊の寄贈があったD

(6）視聴覚資料

人権教育関係、の視聴覚資料の受入について、人権教育課と意見交換し、受入手順を決定した。

(7）郷土出版物収集アドバイザー

今年度三期目の任期を終えたアドバイザー 10名に継続を依頼したところ、 1名辞退されたので該

当地域のアドバイザー 1名を新規に依頼した。
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(8）除籍

ア 図書館資料としての不用決定、除籍の手続と、物品としての廃棄を決定するまでの手続を明確に

し実施するため『山口県立山口図書館資料除籍要領』を改訂した。

イ 年度末に、本館用図書については、 5年所在不明の資料等を 41 0冊除籍した。また、普及用図

書、 3, 6 9 8冊とあわせて全館で4, 1 0 8冊除籍した。

(9）資料点検

春季：期間平成 17年4月 12日（火）～4月 18日（月）

作業内容

開架図書一部及び書庫一部の在庫確認作業（約 13 9千冊 不明図書40冊）

点検場所

参考資料室、県民資料室、維新資料室、子ども資料室、書庫2層、 6層

資料の書庫入れ 2, 1 6 9冊

開架書架調整及び中央カウンタ一周辺のレイアウト変更、雑誌架の調整

書庫内書架点検・調整等（4層雑誌の一部 7層への移動）

秋季：期間平成 17年 10月 11日（火）～ 10月 20日（木）

作業内容

開架図書の在庫確認作業（約 92千冊不明図書 18 7冊）

点検場所

参考資料室、県民資料室、維新資料室、中央・サイドホール、子ども資料室

資料の書庫入れ 9, 3 4 3冊（貸出用資料、子ども資料を中心に）

開架・書庫内書架調整

書庫内書架調整・カードケース移動、簡易書架設置、 2層郷土雑誌、 4層参考雑誌の一部を

7層に移動、 2層郷土資料の空き容量を確保

視聴覚資料の点検

レイアウトの変更

中央閲覧コーナーに就業支援関係資料のコーナーを設置し、参考資料室内にビジネス支援

関係資料を配置

図書の受入状況
(1) 購入図書 12,853冊（前年度 12,557冊）

貸出用図書 3,003冊（前年度 3,238冊）

参考用図書 5,090冊（前年度 4,747冊）

普及用図書 1,090冊（前年度 1,036冊）

子ども用図書 3,670冊（前年度 3,536冊）

(2) 購入希望図書

平成17年度受入冊数 568冊（前年度 608冊）

内訳：図書館 372冊 個人 196冊

(3) 寄贈図書

平成17年度受入冊数 3,290冊（前年度 3,706冊）

(4) 編入・生産図書 23冊（前年度 41冊）

(5) 除 籍 4,108冊（前年度 4,396冊）
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3 逐次刊行物の受入状況

4 

5 

(1) 購入逐次刊行物

新聞 29種35部（前年度

官報 I種 （前年度

31種37部）

1種）

法規類 15種 （前年度 15種）

雑 誌 238種 （前年度 242種）

(2) 寄贈逐次刊行物

865種 （前年度 749種）

※継続受入を決定した数

視聴覚資料の受入状況
(1) 購入視聴覚資料

ビデオテープ 12タイトノレ 13本

16mmフィルム 2タイトノレ 2本

CD  35タイトノレ 37枚

(2) 寄贈視聴覚資料

ビデオテープ 33タイトノレ 44本

16mmフィルム 0タイトノレ 0本

CD  11タイトノレ 12枚

(3) 人権教育視聴覚資料

ビデオテープ 12タイトノレ 23本

16mmフィルム 0タイトノレ 0本

資 料 刊 行
「郷土資料新着ニュース」 No.2 5～ 2 8 

No.28 県関係行政資料特集号
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［表1］分類別受入状況

区 分 平成16年度末 平成17年度 平成17年度 平成17年度末
会m公c,, 計

NDC 部別 蔵書冊数 受入冊数 除籍冊数 蔵書冊数

本 貧富 用 48,989 509 4 49,494 。i公C.、 記 企日ff.. 及 用 378 7 65 320 51,493 

子 ど も 用 1, 5,75 122 18 1,679 

本 自宮 用 32,271 407 16 32,662 

1 4仁F斤ヨ 凶寸4・ 立日ff.. 及 用 1, 105 30 140 995 34,045 

子 ど も 用 356 32 。 388 

本 館 用 59,528 996 34 60 490 

2 歴 史 普 及 用 2,881 51 324 2 608 65,315 

子 ど も 用 2,119 98 。 2,217 

本 自官 用 124, 117 2,498 101 126,514 

3 社会科学 普 及 用 2,789 74 471 2,392 131,842 

子 ど も 用 2,672 267 3 2,936 

本 自官 用 35,831 788 42 36 577 

4 自然科学 普 及 用 2,313 51 164 2,200 43,148 

子 ど も 用 4,008 364 4,371 

本 官官 用 34,988 950 44 35,894 

5 工 凶＋ 立日念 及 用 1,814 50 201 1,663 38,807 

子 ど も 用 1,159 93 2 1,250 

本 館 用 34,856 669 31 35,494 

6 産 業 主目主己 及 用 510 29 105 434 36,691 

子 ど も 用 693 71 763 

本 自官 用 34,354 782 32 35,104 

7 ；圭ζご 術 普 及 用 1,943 37 348 1,632 39,670 

子 ど も 用 2,742 194 2 2,934 

本 自官 用 11, 126 192 18 11,300 

8 にコ 三日五ロ 普 及 用 283 5 55 233 12,194 

子 ど も 用 586 75 。 661 

本 査官 用 98,147 1,029 45 99,131 

9 文 戸＊ 立回立 及 用 42, 119 756 1,825 41,050 158,643 

子 ど も 用 17,240 1,228 6 18,462 

本 館 用 68,596 2,472 2 71,066 
y 郷土資料 企回立 及 用 。 。 。 。 71,271 

子 ど も 用 197 10 2 205 

本 自官 用 。 。 。 。
p 絵 本 普 及 用 。 。 。 。 17,562 

子 ど も 用 16,338 1,230 6 17,562 

本 貧富 用 582,803 11,292 369 593,726 

計 立目ff.. 及 用 56,135 1,090 3,698 53,527 700,681 

子 ど も 用 49 685 3,784 41 53,428 

（単位：冊）

ハU
4
Eム



［表2］図書受入状況

部 r号 本 館 用 主国由巳 及 用 子 ど も 用

種 購 入 購 入 購 入 ~公c、

則j 参図 個図 寄 編 生 ム口、 成図 児図 寄 メ口ー、 子研 子図 寄 メ口b、

人 ど究 ど 贈

考 貸 計 人 童 計 も用 も 言十 ． 

NDC 出 読図 用 編 計

用書 用書 贈 入 産 計 用書 用書 贈 計 書書 書 入 計

。総記 301 107 408 101 。。 509 6 7 。 7 69 26 95 27 122 638 

1 哲学 195 157 352 55 。。 407 30 。 30 。 30 。 32 32 。 32 469 

2 歴史 466 371 837 159 。。 996 45 6 51 。 51 。 98 98 。98 l, 145 

3 社会科学 1,272 722 l, 994 496 8 。2,498 47 27 74 。 74 34 228 262 5 267 2,839 

4 自然科学 451 261 712 76 。。 788 30 21 51 。 51 2 360 362 2 364 l, 203 

5 工学 583 248 831 118 。 950 47 3 50 。 50 4 84 88 5 93 l, 093 

6 産業 326 205 531 138 。。 669 21 8 29 。 29 。 67 67 4 71 769 

7 芸 術 297 299 596 186 。。 782 33 4 37 。 37 25 167 192 2 194 l, 013 

8 三Eきコ 三ロ五ロ 100 80 180 12 。。 192 2 3 5 。 5 3 72 75 。 75 272 

9 文学 402 553 955 73 。l, 029 470 286 756 。756 80 l, 108 1, 188 40 1,228 3,013 

y 郷土資料 697 。697 l, 762 2 11 2,472 。。 。。 。 。 。 。10 10 2,482 

p 絵本 。 。 。 。。。 。。。 。。 。 1 l, 210 l, 211 19 1,230 1,230 

計 5,090 3,003 8,093 3,176 12 11 11,292 731 359 1,090 0 1,090 218 3,452 3,670 114 3,784 16, 166 

（単位：冊）

［表3］購入図書受入状況

部門 本 自官 用 立国立 及 用 子 ど も 用

対
参考用

個 人
計 成人用 児童用 計

子ども
計

総 計
区分象 貸出用

子ども用
読書研究用

冊数（冊） 5,090 3,003 8,093 731 359 1,090 218 3,452 3,670 12,853 

金額（円） 29,952,593 5,487,676 35,440,269 1,081,016 533,013 1,614,029 631,394 5,059,034 5,690,428 42,744,726 

［表4］購入雑誌受入状況

費用
備品購入費 一 般 需 用 費 計

区分

タイトル数（種） 117 121 238 

金 額（円） 2,402,827 1,374,486 3,777,313 

4
1ム

4
2ム



［表5］視聴覚資料受入状況

年 度

16年度末所蔵数 17年度受入数 17年度除籍数 17年度末所蔵数 17年度購入金額

種類

ビ デオテープ
1, 397 (69）タイトノレ 57 (12）タイトル 1, 454 (81）タイトノレ 1,830,465円。
2, 016 (83）本 80 (23）本 2, 096 (106）本 (1,336,860円）

839 (34）タイトノレ 2 (0）タイトノレ 841 (34）タイトノレ 302,925円
16 mmフイノレム 。

963 (34）本 2 (0）本 965 (34）本 (0円）

1,308タイトノレ 46タイトル 1,354タイトノレ
C D 。 78,824円

1,462枚 49枚 1, 511枚

Oタイトノレ
録音 テ ー プ 636タイトノレ 。 636タイトノレ 0円

0本

※（ ）内は人権関係資料で内数

［表6］障害者サービス用資料（点字資料）受入状況

年度

16年度末蔵書数 17年度受入数 17年度除籍数 17年度末蔵書数 17年度購入金額

種類

11タイトノレ
点字図書（含墨字） 1,260冊 1,284冊 94,500円

24冊

0タイトノレ
テープ図 書 3,892本 3,892本 0円

0本

lタイトノレ
デイジー（CD）図書 35枚

2枚
37枚 4,800円

12タイトノレ
計 5,187，京 5,213点 99,300円

26冊

。，U
4
1ム



E 図書 館奉仕の概況

1 館内奉仕の概況
(1) 特記事項

ア組織目標

（ア）「ふるさとの文学者 13人」コーナーの設置及びパネル展開催

平成 18年 11月に開催される「第 21回国民文化祭やまぐち 20 0 6 Jに関連して、山口文

学回廊構想推進協議会製作「ふるさとの文学者 13人Jのパネルを借用して「文学回廊ノミネル

展Jを、 1階ロビーにおいて 7月から 8月の 2か月間開催した。また「ふるさとの文学者 13 

人コーナーJを2階新聞・雑誌コーナーに隣接して設置、当館所蔵の関連資料を配架し、貸出

を行った。

あわせて、 13人の内から毎月 1名の作家をテーマとし、文化振興課や関係、の資料館等と連

携して借用した資料を含め、パネル展、初版本等の展示を実施した。また、コーナーのー画で

1 3人のビデオを視聴できるようにした。

7月 1日～ 31日

8月 2日～ 30日

9月 1日～ 10月 9日

1 0月 21日～ 11月 29日

1 2月 1日～ 1月 29日

2月 1日～ 26日

3月 1日～ 30日

（イ）ホームページの充実

図書館情報発信の重要な手段であるホームページを見直し、利用しやすさ、情報の量や新鮮度

などを全項目にわたって点検するために、館内に広報委員会を設置し検討した。その結果、内

容について更新・削除等を実施し、提供サービスの全容をわかりやすくするために、ひと目で

わかるサイトマップを作成した。 トッフ。ページの情報やコンテンツの見せ方については、年度

末まで検討し、次年度の課題とした。

イ パソコン使用席の設置

インターネット等の利用できるパソコンは6台設置しているが、利用者から持ち込みパソコンの

使用については、従来は、要望に応えて個室 1室で対応していた。パソコン持ち込みの利用者が

多くなり、 5月より 2階中央閲覧コーナーの机1台4席、参考資料室北側の机2台8席に電源コ

ンセントを備えて、パソコン使用席とした。

ウ 「ビジネス関係資料J及び「就業支援資料j コーナーの設置

秋季資料点検期間中に次年度ビジネス支援のためのコーナー設置に向けて、関係資料を参考資料

室と中央閲覧コーナーの一画に集中配架した。

エ 「イベント観光情報コーナー」の設置

中央ホール展示室の模様替えをして、 1月より、県内外のイベント情報や県内各地の観光パンフ

レットを置いて自由に持ち帰ってもらうコーナーとした。

オ新着資料紹介

・中央ホールカウンター前の書架等を模様替えして、一般資料の新刊棚をフォーリンブックスコ

ーナーの位置に「新着紹介棚j として移動、増設し、一部資料の内容紹介も行った。

－前年度から行っていた参考資料室での新着資料の内容紹介及び展示コーナーは、 10月まで継

続したが、 10月「文字・活字文化の日J関連の企画展開催を機に撤収した。

カ 企画展「文字と活字の歴史を探るJ( 1 0月 27日～ 11月9日）

「文字・活字文化の日」制定を記念して、読書週間中、参考資料室入り口において関係資料の企

氏原大作

金子みすジ

河上徹太郎

種田山頭火

嘉村磯多

中本たか子

児玉花外
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画展を実施した。当館所蔵の貴重資料「百万塔陀羅尼」や幕末維新期の英語の辞書など活字文化

の歴史を跡づける資料や世界の言語資料等を紹介した。

キ 「山口お宝展」協賛で貴重書公開

平成 18年 1月20日～ 2月10日の問、山口商工会議所主催「山口お宝展j実施に協力し、文

書館閲覧室において、当館所蔵の室町期の貴重資料である大内版「来分韻略Jと「蔵乗法数」の

2点を、文書館所蔵の「法華経版木J（国指定重要文化財）の公開にあわせて展示した。

ク複写資料

（ア）「図書館間協力における現物貸借で借り受けた図書の複製に関するガイドラインJの策定に

伴い、 1月から当館での借受資料の複写申し込みや、協力貸出の際に複写できない資料の対

応等、新たな様式により実施した。

（イ）従来、資料の複写は 1冊ずつ行うことを原則としていたが、複数の資料を一度にコピーした

いという利用者の要望を検討し、資料の保存上問題がなければ、規制しないこととした。

ケ カード目録の全面廃止

1 2月のアスベスト工事を機に、中央展示室にあったカード目録（分類、書名、著者名）を撤収、

利用者へのカード目録提供を中止した。カード目録は、コンビュータ導入時の平成4年以降は更

新しなかったが、和書（Wの記号で別置）目録など遡及入力がされていないものが目録として利

用されていた。そこで、 12月からデータ未入力の和書のカードを抜き取る作業を開始した。

コ 危機管理に関連した動き

（ア） AED設置

中央カウンターにAED（自動対外式除細動器）を設置し、職員研修を行うなど、救命処置に

対応することとした。

（イ）館内の危機的状況の発生に対応して、カウンターに非常ベル、スプレー、刺股等を設置した。

サ新聞コンクール展

例年通り、中国新聞防長本社主催の「第5回みんなの新聞コンクール展」を、エントランスホー

ノレで、 1月18日から 24日まで開催した。

シ館内のアスベスト除去工事に関連して

（ア） 1 1月9日臨時閉館し、工事区域（中央閲覧コーナー、中央展示室）の防護柵を設置した。

この時、電話帳・就業支援コーナーを lF中央ホールへ、また新聞・雑誌コーナーも同じフ

ロアで位置を移動した。

（イ） 1 2月 15日～ 12月27日の問、アスベスト除去工事で全面閉館した。

－中央ホール展示室の目録カードを室外に移動。

－臨時開館に対応して、貸出期間を翌年の開館日までに、貸出冊数を 10冊に変更。

－期間中、県内市町立図書館への協力貸出やカウンター窓口以外のレフアレンス等は実施。

また貸出文庫等や視聴覚資料の団体貸出は実施。

－次年度の組織再編に備え、参考課職員は書誌データ入力業務の研修実施。

－書庫保存庫のアスベスト除去工事追加により、各層保存庫内の貴重書や未整理資料の移動

作業を実施。

ス外壁補修工事

（ア）外壁補修工事に伴い、 11月28日より後河原方面の東側入り口に足場を組むため、ブック

ポストを撤去した。足場を組んだ箇所は正面玄関を含めてシートで覆われ、工事の騒音等に

より、 3月までの工事期間中は来館者サービスに影響を及ぼした。

（イ） 1 2月20日書庫屋上の雪解水の浸入により、最上階の 7層から 4層まで水漏れがあり、資

料の移動や乾燥のための手当を行った。屋上の補修が完了するまで7層の資料は、全体にシ

ートを被せる等利用しづらい状態となった。

（ワ）年度末、書庫壁面の硝子の明かり取りや4層屋上出入り口の工事により、書庫への出入りが

A斗
A

t
Eム



制限された。

セ タッチパネノレOPA C入替

タッチパネノレOPA CのプログラムをNE CからNTTdat aに変更し 3月から運用を開始

した。

(2) 予約図書の受付冊数 5,218冊（前年度 7, 0 0 8冊）

－個 人 4,110冊（前年度 5,630冊）

・市町立図書館 1, 1 0 8冊（ " 1,378冊）

対応

－貸出中の資料への予約 4, 4 8 4冊（前年度 6, 2 4 1冊）

・購入希望 5 6 8冊（ 11 6 0 8冊）

・他館からの借用 1 6 6冊（ " 1 5 9冊）

(3) 遠隔地利用者返却システム

（ア） Libstaff上で、市町立図書館で、の返却処理が可能となり、処理後は返却館が借りている状態

に変更した。

（イ） 明細書の変更により、明細書は返却図書館へ提出する 1枚のみ渡すこととした。

（ウ） 新山口市発足に伴う遠隔地返却館の見直しを検討したが、徳地、阿知須は引き続き返却可

能とした。

参加館は 39館 （延利用者数 7 5 1人、 4, 6 1 5冊）

(4) 郵送貸出

重度身障者や辺地利用者2人に 21冊を郵送貸出した。

（前年度2人、 28冊）。

(5) 資料複写の状況

複写件数 6, 0 7 7件 （前年度 6,723件）

複写枚数 94, 446枚 （前年度 85,721枚）

(6) 資料展示

ア月間資料展示

3・4月 日本の近代化遺産

幕末から戦前までに建造（製作）された、近代化の成果である各種の建造物や工

作物を紹介。

5・6月 源氏と平家

山口県内には源平の戦いにまつわる伝説や地名が多く残っているが、『平家物語』

を中心に、清盛や義経の生きた時代を資料で紹介。

7・8月 博覧会の昔と今

開催中の愛知万博「愛・地球博Jで関心を高めている博覧会の歴史をひもとき、

1 8 5 1年ロンドンで始まったとされる万国博覧会から山口きらら博までを紹介。

9月 技能維新！きらら山口 20 0 5 

山口県で 10月に開催の「技能五輪全国大会・全国障害者技能競技大会一技能維

新！きらら山口 20 0 5 Jの前に、伝統の技から最新技術まで「ものづくり」の

系譜を紹介。

1 0・11月 物理学の世界
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1 2月

1・2月

「世界物理年jにちなんで、古代ギリシアの自然学、ニュートンによって完成し

た古典力学、アインシュタインの業績など物理学の歴史を紹介。

干支 「戊j

翌年の干支にちなみ、人間の生活と深く結び、ついている犬に関する文献を紹介。

乃木希典と児玉源太郎

1 0 0年前の日露戦争で活躍した、山口県出身の軍人、乃木希典と児玉源太郎の

生涯を関連図書で紹介。

地球環境を考える

「砂漠と砂漠化に関する国際年Jにちなみ、地球温暖化の影響で異常気象等と

ともに重大な問題とされる砂漠化を中心に地球環境に関する資料を紹介。

3・4月

イ 話題の本コーナー（実施状況とテーマ） 6月より 1枚ものの目録を配布

5月 子どもたちは今

6月 韓国を知る日韓友情年2005に因んで

7月 ものづくり日本の技術

8月 涼しくなる話ホラー・怪談

9・10月 どうする、老後

1 1月 こんな地図があった！ おもしろ地図の世界

1 2月 クリスマス＆正月

1 ・ 2月 ふるさと自慢

2 • 3月 これが私の生きる道 「国際女性の日Jにちなんで

3・4月 さくらさくらさくら

(7) 図書館の見学

小学校教育研究会学校図書館部会など7団体、 13 4名。

(8) 視聴覚資料の提供

ア C Dの館内利用

ポヒ。ュラー音楽（日本） 8 9 4件

ポピュラー音楽（外国） 2 1 6件

クラシック 2 1 6件

その他（映画音楽など） 4 7 3件

計 1, 7 9 9件（前年度 1, 9 9 6件）

イ 1 6 mmフィルム、ビデオの貸出（団体貸出のみ）

1 6mmフイノレム 1 0 5本（前年度 1 3 4本）

ビデオ 6 3 6本（前年度 6 6 5本）

計 741本（前年度 7 9 9本）

(9) その他

ア インターンシップ生受入

山口県立大学学生 1名を、 9月6日から 4日間受け入れた。

イ教員研修

教員 2名を 8月24日から 3日間受け入れた。

ウ職場体験学習

中学生8名（4校）をのべ5日間受け入れた。

ρ
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［表7] 入館者数（月別） （単位：人・日）

月 男lj 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3 合計

入館者数 11,497 15,070 16,867 19,018 23,131 15, 114 12,631 13,333 6,372 11, 910 12,554 14,032 171,529 

開館日数 18 22 25 26 25 24 17 22 12 22 22 25 260 

1日平均 639 685 675 731 925 630 743 606 531 541 571 561 660 

平日開館

土曜開館

日曜開館

167日

46日

47日

入館者 106,475人

入館者 32,061人

入館者 32,993人

( 1日平均

( 1日平均

( 1日平均

638人）

697人）

702人）

［表8] 分類別利用冊数 （単位：冊）

官官 外 ． 

分類
書 庫 内 一 高史 参考資料 特別貸出

言十 l口〉、 言十

資 手ヰ 貸 出 貸 出 （学校、行

% 政機関等） % % 

0 総 記 390 1. 1 1,558 203 16 1, 777 1. 3 2,167 1. 3 

1哲 ¥ 1,328 3. 7 3,978 451 57 4,486 3. 3 5,814 3.4 

2 歴 史 2 588 7. 3 6,349 553 131 7,033 5. 1 9,621 5.6 

3 社会科学 4,123 11. 7 10,995 1,433 57 12,485 9. 1 16,608 9.6 

4 自然科学 1,296 3. 7 5, 131 794 57 5,982 4.4 7,278 4.2 

5 工 戸ザ"-1ー－ 
993 2.8 6,580 730 34 7,344 5.4 8,337 4. 8 

6 産 業 658 1. 6 3,215 358 44 3,617 2.6 4,275 2. 5 

7 芸 術 1,637 4.6 6,147 593 25 6,765 4. 9 8,402 4.9 

8 言 三ロ五ロ 428 1. 2 1,589 123 2 1 714 1. 2 2,142 1. 2 

9 文 Aザ"-1ー－ 
4,458 12.6 37,527 373 28 37,928 27.6 42,386 24. 5 

郷土資料 6,106 17.2 。2,553 220 2, 773 2.0 8,879 5. 1 

児 コE包E二 書 2,262 6. 4 41,801 423 3,173 45 397 33.0 47 659 27. 5 

正貝色 重 書 4 0. 1 。 。 。 。 0.0 4 0. 0 

新聞雑誌 9,214 26.0 。 。 131 131 0. 1 9,345 5.4 

計 35,485 100.。124,870 8,587 3,975 137,432 100.0 172,917 100.0 
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［表9] 館外利用登録者

[9-1] 平成 17年度館外利用登録者（圏域別） 圏域は旧市町村による広域生活圏

圏域 岩国 柳井 周 南
山口 宇部

下関 長 門 萩 県外他 計
防府 小野田

人数 13 19 95 
1,799 

159 45 18 37 3 2,188 
(1, 521) 

% 0. 6 0. 9 4. 3 
82.2 

7. 3 
(69. 5) 

2. 1 0.8 1. 7 0. 1 100.。
）は山口市の内数

[9-2] 累計館外利用登録者（圏域別）

圏域 岩国 柳井 周 南
山口 宇部

下関 長門 萩 県外他 計
防府 小野田

人数 262 265 1,597 
63,163 

3,305 800 410 976 713 71,491 
(58, 101) 

% 
88.3 

4.6 1. 1 0.6 1. 4 1. 0 100.。0.4 0.4 2.2 
(81. 3) 

）は山口市の内数

[9-3] 平成 17年度館外利用登録者（性・年齢別）

区分 0～6 ～12 ～15 ～18 ～22 ～29 ～39 ～49 ～59 ～69 ～79 ～89 90～ 言十

男 64 79 25 15 157 115 156 127 107 86 38 5 。 974 

女 56 100 33 23 320 173 220 136 107 32 12 2 。1,214 

計 120 179 58 38 477 288 376 263 214 118 50 7 。2,188 

[9-4] 累計館外利用登録者（性・年齢別）

区分 0～6 ～12 ～15 ～18 ～22 ～29 ～39 ～49 ～59 ～69 ～79 ～89 90～ 計

男 306 1,465 1,279 1,420 2,420 5,128 5,860 3,906 3,735 2,079 1,422 470 89 29,579 

女 307 1,734 1,551 1,906 3,879 9,399 9,985 6,068 4,314 1,636 852 214 67 41,912 

計 613 3,199 2,830 3,326 6,299 14,527 15,845 9,974 8,049 3,715 2,274 684 156 71,491 

［表10] レファレンス・サービスの状況（一般レファレンスとして受け付けたもの）

[10-1] 質問形式別レファレンス・サービス件数 [10-2] 地域別レファレンス・サービス件数

（クイック・レファレンスは除く）

区分 口頭 電話 文書 Eメ】ル
クイックレ

計FAX 
77レンス

件数 169 349 34 79 186 7,433 8,250 

% 2.0 4.2 0.4 1. 0 2. 3 90. J 100.0 

区分 市 内 市外 県外 （図書館） 計

件数 287 356 174 (242) 817 

% 35. 1 43.6 21. 3 (29. 6) 100.0 
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[10-3] 質問類型別レファレンス・サービス件数 [10-4] クイック・レファレンス件数

（クイック・レファレンスは除く）

区分 所在 文 献 事実 書雪ロJ主L' 計 区分 資料 案 内 計

件数 133 317 353 14 817 件数 5,548 1,885 7,433 

% 16. 3 38.8 43. 2 1. 7 100.。 % 74. 7 25. 3 100.0 

[10-5] 内容分類別レファレンス・サービス件数（クイック・レファレンスは除く）。 1 2 3 4 5 6 7 8 9 J 
総 4仁F斤コ 歴 社 自 工 産 コ＋ミ← ＝仁＝コ＝ 文 児 郷

分 類 Aコ三三、 然 土 計

科 科 関

記 凶子4ー 史 兵子:,,L.一 Aず~ 戸ザ~ー 業 術 三ロ五ロ ~ 童 係、

件 数 49 20 56 103 29 35 28 54 26 49 18 350 817 

% 6.0 2.4 6. 9 12.6 3. 5 4. 3 3.4 6.6 3. 2 6.0 2.2 42.9 100.0 

口0-6] レファレンス・サービス提供資料冊数（クイック・レフアレンスは除く）。1 2 3 4 5 6 7 8 9 郷 貴 新 ノl日し

総 哲 歴 社 自 工 産 ヨコ三士三
ドコ 文 土 聞

分 類 ム~、 然 重 ． 童 計

科 科 関 雑

記 井十~ 史 三悼子ん 二主子人 ρずヱら- 業 術 三日五ロ A十.!.L,. 係、 重巨ヨ主 ~o 重F司主

件 数 89 51 244 313 79 137 92 233 90 142 754 。69 33 2,326 

% 3. 8 2.2 10.5 13.4 3.4 5.9 4.0 10. 0 3. 9 6. 1 32.4 0.0 3.0 1. 4 100. 0 

［表11] 資料複写の状況

複写件数と枚数

区分

件数 （件）

枚数（枚）

委託 セルフサービス

5,580 

88,710 
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［表12] 相互貸借

今年度 前年度

件 冊 件 冊

県外図書館および大学への貸出数 510 517 344 390 

他館からの借受（国会図書館より） 25 25 25 34 

II （県外図書館より） 40 40 40 48 

II （県内図書館より） 101 101 67 77 

II 計 166 166 132 159 

［表13] ホームページへのアクセス件数

一般利用者 県内図書館

トッフ。ページへのアクセス数 82,425 

当館所蔵検索へのアクセス数 134,933 24,261 

ふるさと文献データベースへのアクセス数 1,649 

県内図書館横断検索へのアクセス数 67,941 11,464 

Libstaffへのログイン数 一 8,932 

県内図書館からのリクエスト数 7,066 

l口〉、 計 338,671 
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2 館外奉仕・読書普及業務の概況

(1) 巡回協力車の運行状況

図書館活動を効果的に進めるとともに、県内各公共図書館等との連携や協力を密にするため巡回

協力車を運行し、資料の貸出・相談等の業務を実施した。

・巡回日数 9 6日

－巡回延館数 5 1 6館

－資料貸出冊数 12,416冊 ( 1 6年度 13, 382冊）

（内訳）一般図書 7, 7 3 7冊 雑誌 41冊 読書会文庫 4, 6 3 8冊

・相談、助言件数 2 5 5件 ( 1 6年度 2 1 8件）

・巡回を補うため、週一回宅配便を利用して送付した。

1, 9 9 8冊 ( 1 6年度 1, 9 2 1冊） 5 2 5件

注）貸出冊数は、上記資料貸出冊数の内数

－遠隔地利用者返却システムでの返却図書冊数 4, 6 1 7冊 ( 1 6年度 3, 3 9 9冊）

・市町村図書館間相互貸借仲介冊数 1 , 1 1 2冊 ( 1 6年度 8 1 1冊）

(2) 図書館協力担当者会議

当館の市町村図書館支援事業への理解を深めるとともに、市町村図書館聞の情報交換を促進し、

県内の図書館協力ネットワークの充実を図るために開催した。

期日：平成 17年4月 26日

会場：県立図書館第 1研修室

参加者：県内公立図書館及び協力車巡回公民館図書室担当者 3 5名

内容：図書館統計図書館協力

(3) 読書普及行事

「第7回 図書館振興県民のつどしリを開催した。

テーマ：「読書活動に翼を広がれ連携の輪一公立図書館と学校図書館の連携－J

期日：平成 17年 10月 29日（土）

参加者：延べ 2, 0 0 0名

(4) 図書館新任職員基礎講座

新任及び異動等により新たに図書館に配属された職員を対象に、業務の円滑な遂行に必要な基

礎的事項の習得を図るために開催した。

期間：平成 17年 5月 27日～ 6月 10日

会場：県立図書館第 1研修室

内容： 5月 27日 公立図書館の役割

図書館資料の収集・整理

6月 3日 図書館サービスの基本

6月 10日 ネットワークと図書館協力

図書館運営全般

（全3回）

参加者：延べ 7 3名
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(5) 公立図書館職員等専門講習会

山口県内の公立図書館職員・公民館図書室担当者を対象に、研修会を開催した。

期 日 ： 平成 17年 10月7日～ 12月9日 （全4回）

会場：県立図書館

内 容 ：10月 7日 映像著作権処理

図書の製本・補修

1 0月 21日 ビジネス支援図書館一課題解決型図書館を目指して

身近な国立国会図書館

1 1月 18日 地域資料・行政資料－市町村合併と資料保存

指定管理者制度と図書館

1 2月 9日 今、大学図書館は一公共図書館との連携を模索する

資料構成と図書館職員

(4 4名）

( 3 1名）

( 3 4名）

( 2 8名）

参加者：延べ 1 3 7名

(6) 団体貸出の状況

ア地域文庫

図書館未設置町村の公民館、あるいは図書の不足している市町村の図書館や公民館を対象に

6か月問、 200～ 1, 0 0 0冊の単位で貸出を行った。

利用団体 1 2団体

貸出冊数 7, 0 9 3冊（ 1 6年度 7, 6 9 7冊）

イ貸出文庫

学校、職場、読書グループ。等を対象に、 6か月問、 30冊～ 200冊の単位で図書の貸出を行っ

た。

利用団体 9団体

貸出冊数 2, 3 0 4冊（ 1 6年度 2, 0 8 9冊）

ウ青い鳥文庫

へき地指定の小・中学校を対象に、 3ヶ月間、 30～20 0冊の単位で図書の貸出を行うが、前

年度に引き続き、平成 17年度も利用がなかった。

エ 読書会文庫・親子読書会文庫

利用団体 2 1団体

貸出冊数 1 9 7セット 1, 6 5 8冊（ 1 6年度 1, 6 8 4冊）

［表14] 地域文庫・貸出文庫市町村別利用冊数

市町村 山口 宇部 長門 美東 阿東 計

地域文庫 3,337 。3,177 479 100 7,093 

貸出文庫 l, 700 444 160 。 。 2,304 

計 5,037 444 3,337 479 100 9,397 

(7）新館建設等計画市町への援助

－山口市立小郡図書館 ・柳井市立大畠図書館

つun
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計画策定への指導・助言、各種情報の提供

(8）図書館未設置町への訪問

－阿武町 1 1月 14日 ・上関町 11月 21日

読書状況調査、県立図書館サービスの案内等

［表15] 巡回協力車図書館別利用状況

コ 一ス 館 名 利用冊数 コ 一ス

錦 187 

美 手口 50 

1 和 木 16 5 
若1-1.ま』 国 540 

(244凶） 玖 珂 368 (110km) 

計 1, 161 

周南中央 265 

2 周 東 431 

柳 井 430 

(215km) 大 畠 6 
由 宇 102 

計 1,229 (185凶）

阿 東 352 

むつみ生涯学習館 3 

3 須 佐 156 

萩 385 
7 

(182km) 明 木 32 

山 口 87 
(221凶）

計 1,015 

久 賀 179 

4 東 手口 884 

橘 177 

(260凶） 大 島 339 8 
計 1,579 

(173km) 

1～8コース A口、 計
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館 名 利用冊数

阿 知 須 185 

宇 部 1,034 

山陽小野田 385 

美 祢 115 

秋 芳 61 

美 東 256 

計 2,036 

徳、 地

周 南 中 央 178 

下 松 573 

光 482 

平 生 117 

回 布 施 433 

計 1,784 

下 関 197 

去盛主包 浦 160 

豊北生涯学習センター 48 

日置農村環境改善センター 165 

長 門 1,382 

計 1,952 

防 府 742 

郡 559 

船木ふれあいセンター 63 

厚 狭 222 

菊 ）｜｜ 7 

盛豆主包 田 67 

言十 1,660 

12,416冊



3 関係団体の事業概況

(1) 山口県読書推進運動協議会

ア役員会の開催

イ 第5回「“ほんのきもち”賞Jの募集、選考、表彰、展示

※特別展示「“ほんのきもち”賞の本たちJ( 1 0月27日～ 11月9日 県立図書館）

ウ 「第7回図書館振興県民のつどいJの共催

エ 第38回優良読書グループ。の推薦（菜々草読書会）

オ 県内市町村図書館の行事調査及び（社）読書推進運動協議会への報告

（こどもの読書週間、読書週間）

カ 県内市町村図書館にポスター配布（こどもの読書週間、雑誌愛読月間、読書週間）

キ 県内市町村図書館に「読書のすすめリーフレットJ配布

（敬老の日読書のすすめ、若い人に贈る読書のすすめ）

ク 野間読書推進賞の推薦及び伊藤忠記念財団助成申請文書の配布

ケ 「読書運動通信J第29号（ほんのきもち賞特集）、第30号発行・配布

(2) 山口県図書館協会

ア定期総会 平成 17年6月28日 県立図書館レクチヤールーム

会則の改正等役員選出規程の改正事業報告及び決算報告事業計画（案）及び予算（案）

図書館事業永年勤続表彰

イ役員会 1回（平成 17年6月3日）

ウ理事会 3回（平成 17年6月28日、 10月4日、平成 18年3月7日）

エ 図書館設置促進訪問事業（平成 17年度は未実施）

オ 第7回図書館振興県民のつどい

テーマ「読書活動に翼を広がれ連携の輪一公立図書館と学校図書館の連携－Jの共催

平成 17年 10月29日 県立図書館

( i ）講演「お笑い流読書の喜び」

講師笑福亭仁勇師（上方落語家）

（証）講演「文字・活字文化振興法についてj

講師河村建夫氏（元・文部科学大臣）

(iii）講演「学校図書館を活性化する一公立図書館と学校図書館との連携－J

講師参納哲郎氏（富山短期大学非常勤講師）

(iv）パネルデ、イスカッション：テーマ「学校図書館を活性化するJ

助言： 参納哲郎氏

パネラー：；塚田みき氏藤本サツヱ氏松本直江氏

コーディネーター：山本安彦氏

各種関連イベントの開催

カ会員研修会

平成 17年6月28日 県立図書館 レクチヤールーム

( i ）事例発表：「合併と新しい図書館運営J

発表者伊藤一男氏 藤兼憲一氏
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（証）講演：「図書館と新しいまちづくりJ

講師：渡部幹雄氏（滋賀県・愛知川町立図書館長）

キ委員会

（ア）市町村合併対応検討委員会（平成 17年度は休止）

（イ）政策委員会 （平成 17年度は休止）

ク 各部会の動き

（ア）公共図書館部会

研修会平成 18年2月10日 県政資料館

テーマ ：「図書館の危機管理J

講演「図書館の危機管理J 講師 甘利康文氏（セコム株式会社）

事例発表等西山幹生氏安村直子氏上野善信氏

（イ）大学・短大 ・高等専門学校図書館部会

合同講演会（図書館ネットワーク研究部会と共催）

平成 17年9月2日 山口大学総合図書館

( i ）「山口県内ネットワークの現状J 講師 久長穣氏（山口大学学術情報機構）

（己）「古写真ポータルサイトの構築を目指してJ

講師宮崎紀子氏（長崎大学附属図書館）

（ウ）児童読書研究部会

・委員会 平成 17年6月16日、 10月5日、平成 18年3月8日

・研修会 第1回総会及び研修会平成 17年6月 16日 県立図書館

「子どもと本を結ぶもの～本の持つ力を信じてJ

講師小林いづみ氏（呉ストーリーテリング研究会代表）

第2回平成 17年 10月5日 県立図書館

「絵本の読みあし、からみえてくるもの」

講師村中李衣氏（梅光学院大学教授）

地区別研究会の発表など

第3回平成 18年3月8日 県立図書館

地区別研究会の報告・協議

・地区別研究会

平成17年9月と平成 18年2月に、地区ごとの共通テーマ、地区別テーマを設け、

岩園地区・周南地区・山口地区の 3地区で各地区とも 2回開催。

（エ）整理業務研究部会

研修会（公立図書館職員等専門講習会第3固と共催）・総会

平成 17年 11月 18日 県立図書館

( i ）講義「地域資料・行政資料一市町村合併と資料保存」

講師：山崎一郎氏（山口県文書館研究員）

（証）講義「指定管理者制度と図書館j

講師：倉津生雄氏（松山大学法学部講師）

F
h
u
 。，u



(iii）地域資料収集に関する調査の実施について

（オ）参考業務研究部会

委員会 （平成 18年 3月 15日）

研修会 第 1回（公立図書館職員等専門講習会第2固と共催）

平成 17年 10月 21日 県立図書館

「ビジネス支援図書館一課題解決型図書館を目指してJ

講師：河原明美氏（広島県立図書館資料課長）

「身近な国立国会図書館J

講師：吉本奉子氏（国立国会図書館関西館・図書館協力課課長補佐）

研修 会 第2回

平成 18年 3月 15日 県立図書館

講義「山口県と画家J

講師：安井雄一郎氏（山口県立美術館・副館長）

（カ）図書館ネットワーク研究部会

研修会（大学・短大・高等専門学校図書館部会と共催）

平成 17年 9月 2日 山口大学総合図書館

内容： 上掲

ハ・
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N 子ども読書支援センター業務の概況

1 子ども読書支援センターの組織・職員
平成 17年度は、「子ども読書支援センターJの事業拡充のため、専任職員（県立図書館司書職

員） 3名を配置した。（平成 16年度は専任職員 2名の体制）

2 子ども読書支援センターの事業
(1) 子ども資料室資料の受入

子ども資料室資料 3,784冊（購入3,670冊、寄贈114冊）を受入れたQ

（前年度3,543冊（購入3,536冊、寄贈 7冊））

※詳細は、「図書の受入状況Jの項を参照。

(2）定例行事

ア 「新刊児童書研究会J（継続事業）

＜新刊児童書研究会＞

日 時：毎月第4金曜日 (10:00～ll:30) ※祝日の場合は前日の木曜日に実施。

会 場：県立図書館子ども読書支援センター会議室

実施回数： 11回 （平成 17年 12月はアスベスト除去工事による全面開館のため休会。）

参加者数：延べ 104名（ 1回平均 1 0名）

＜新刊児童書閲覧＞

日 時：毎月第4土・日曜日（9:00～17:00)

会 場：県立図書館子ども読書支援センター会議室

実施回数： 11回（ 2 2日間） 閲覧者数：延べ 50名

イ 「2、3歳児のためのおはなし会J（継続事業）

日 時：毎月第 1火曜日（ll:00～ll: 20) 

会場：県立図書館子ども資料室畳コーナー 実施回数： 12回

参加者：延べ 21 8名〈大人 10 2名、子ども 11 6名。 1回平均 1 8名）

(3）特別行事

ア 子ども読書の日特別おはなし会「松田もとこさんのおはなし、いっぱしリの開催

4月 23日の「子ども読書の日Jにちなみ、岩国市（旧玖珂郡美和町）在住の児童文学

作家松田もとこ氏による読み聞かせの会「松田もとこさんのおはなし、いっぱい～新刊絵

本からパッコンシリーズまで～Jを開催した。（子どもと保護者が対象）

日時：平成 17年4月 23日（士） 10:30～ll :30 

会場：県立図書館第2研修室

参加者： 23名（大人 12名、子ども 11名）

内 容：松田もとこ氏による自作絵本や物語を中心とした読み聞かせ。

(4）研修会

ア 「新刊児童書出前研究会Jの開催（新規事業）

当館が購入した新刊児童書約 3か月分を地域に持ち出し、各地域の参加者に新刊児童書

と新刊書や出版傾向等に関する情報を提供し、参加者が所属する図書館（室）での選書や

読み聞かせなどの子ども読書活動に活かすことを目的に実施した。
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実施回数：全 15回 （県内 5会場各会場年3回）

実施時期：平成 17年 7～8月、 11月、平成 18年 2月の 3回

内 容：①新刊書の巡回展示（ 1回約 800から 10 0 0冊の新刊児童書を展示）

②支援センター職員による最近の新刊児童書の出版情報や内容等の紹介

③資料相談など

対 象：県内各地の学校図書館、公共図書館関係者、子ども読書ボランティア等

参加者数：延べ 2 7 9名

会場及び日程：表のとおり。時間はいずれも午後 1時から 3時。

Zコ~ 場 第 1回 第2回 第3回

岩国市立中央図書館 7月 8日（金） 1 1月 11日（金） 2月 10日（金）

周南市立中央図書館 7月 29日（金） 1 1月 18日（金） 2月 17日（金）

宇部市立図書館 8月 2日（火） 1 1月 15日（火） 2月 7日（火）

長門市立図書館 7月 26日（火） 1 1月 22日（火） 2月 14日（火）

山口県立山口図書館 8月 5日（金） 1 1月 25日（金） 2月 24日（金）

イ 「子ども読書指導者養成講座Jの開催（新規事業）

「民間子ども読書団体指導者養成事業実行委員会J（構成団体 ：山口県読書推進運動協議

会、山口県図書館協会児童読書研究部会、こどもと本ジョイントネット 21・山口の 3団

体）を結成し、県内各地域で活動している民間子ども読書団体指導者の養成を目的にした

専門講座を開催した。実行委員会では、専門講座の内容、日程等を協議した。（事業費は財

団法人山口県ひとづくり財団からの助成金）

講座全6回開催（県内 2会場各会場 3回） 参加者数延べ25 3名

講演 ・交流会 1回開催参加者数 220名 参加者総数 473名

実施内容・日程等は次のとおり。

1回目 基礎講座 「子どもの読書の力、大人にできることJ

講師：佐藤涼子氏（NPO 「図書館の学校j理事）

岩国市立中央図書館 7月 28日（木） 10:30～15:30 参加者 3 8名

下関市勝山公民館 7月 29日（金） 10:30～15:30 参加者 48名

2回目 実技演習 「読み聞かせの実際J

講師：白根恵子氏（佐賀女子短期大学助教授）

岩国市立中央図書館 8月 25日（木） 10:30～15:30 参加者 40名

下関市勝山公民館 9月 1日（金） 10:30～15:30 参加者 5 2名

3回目 実践演習 「おはなし会の実際J

講師：山本安彦氏（当館職員）

岩国市立中央図書館 9月 29日（木） 10:30～15:30 参加者 2 8名

下関市勝山公民館 1 0月 6日（金） 10:30～15:30 参加者 47名

4回目 講演会「お笑い流『読書の喜び』J/ 事例発表・交流会

講師：笑福亭仁勇師（上方落語家〉

県立図書館 1 0月 29日（金） 10:00～16:00 参加者 2 2 0名

ワ 「子どもと読書チャレンジ講座Jの開催（継続事業）

公共図書館、学校図書館関係者、子ども読書ボランティア等、子どもと本を結ぶ活動を
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している者を対象にした「子どもと読書チャレンジ講座Jを実施した。

講座： 全 6回（ 3日間） 参加者総数延べ 12 1名

会 場： 県立図書館第1研修室及び子ども読書支援センター会議室

内容：

第1回

第 2回

第 3回

第4回

「読み聞かせに向く絵本～低学年向き～J (8月3日（水） 10:00～12: 00) 

講師：原田洋子氏（おはなし玉手箱）

「絵本を見る目を身につけよう」 (8月3日（水） 13:00～15: 00) 

講師：中村佳恵氏（ぶどうの木 ・山口市子どもと読書ねっとわーく）

山本安彦氏（当館職員）

「子どもの本の探し方、その基本を学ぼう J(8月9日（火） 10:00～12: 00) 

講師：田村恵美子氏（当館職員）

「子どもの本の探偵になってみようJ (8月9日（火） 13:00～15:00) 

講師 ：山本安彦氏（当館職員）

第 5回 「心の穴をのぞいてみよう j (8月 17日（水） 10:00～12:00) 

講師：村中李衣氏 （梅光学院大学教授）

第6回 「穴あけ絵本をつくってみようJ (8月 17日（水） 13:00～15: 00) 

講師 ：村中李衣氏 （梅光学院大学教授）

(5）研究開発事業

ア 子ども読書活動推進ネットワーク研究事業（新規事業）

学校図書館と公共図書館の連携のあり方を研究するため、平成 17年 7月に「子ども読

書活動推進ネットワーク検討協議会Jを県立図書館に設置。宇部市をモデル地区に、宇部

市内の学識経験者、小・中・高等学校の教諭、宇部市立図書館職員等 14名に委員を委嘱。

検討協議会を 5回開催した。宇部市内の小・中 ・高等学校及び養護学校全48校にアンケ

ート調査を実施、その結果を『学校図書館と公共図書館との連携に関する調査報告書』（平

成 18年 2月刊）としてまとめ発行した。

(6）刊行物

ア 「子ども読書支援センターニュースJの発行（継続事業）

「子ども読書支援センターニュースJ(A4版 2頁（両面印刷））を、平成 17年度も毎

月刊行、第 22号まで発行し、県内公共図書館や子育て支援センターなどに配布した。ま

た、当館ホームページ上にも、 W e b版のセンターニュースを配信した。

イ 「みんなで楽しむ読み聞かせガイドブックJの作成（新規事業）

地域や学校で絵本の読み聞かせやおはなし会をする場合の入門、手引き書として、「みん

なで楽しむ読み聞かせガイドブックJを平成 18年 2月末に発行し、県内公共図書館など

の関係機関、及び希望者に無料で配布した。（印刷等に関わる費用は、財団法人山口県ひと

づくり財団からの助成金）

体裁： A5版横、全16頁オールカラー印刷 発行部数： 3, 0 0 0部

編集・発行：民間子ども読書団体指導者養成事業実行委員会

文：黒瀬圭子中村佳恵山本安彦 挿し絵：とよたかずひこ（絵本作家）

ウ 「学校図書館と公共図書館との連携に関する調査報告書J（新規事業）

「子ども読書活動推進ネットワーク検討協議会j により、平成 17年 9月に実施された

「学校図書館と公共図書館との連携に関するアンケート調査jの概要、集計結果、分析及

び望ましいあり方等を報告書としてまとめ、平成 18年 2月に発行した。報告書は県内公
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共図書館及び調査協力校など関係機関に無料で配布した。

体裁： A4版、 25頁 発行部数： 3 0 0部

編集・発行 ：子ども読書活動推進ネットワーク検討協議会

(7）資料展示

ア月間小展示

年間計画に基づき小展示を実施。紹介した本のリストを作成し、配布した。

3・4月 「山口県が舞台となった子どもの本J

5・6月 「アンデルセンの絵本 ～生誕200年にちなんで～J

7・8月 「転校生が主人公の物語J

9～ 1 1月 「山口県出身の絵本作家J

1 2月 「クリスマス物語（低学年向き）J 

1・2月 「英訳された日本の絵本」

3・4月 「入学・入園おめでとうJ

イ 特別資料展示

平成 17年 7月に制定された「文字・活字文化振興法J及び「文字・活字文化の日J

( 1 0月 27日）を記念して、当館で次の資料展示を行い、リストを作成した。

①「本で紹介する『子どもたちにもっとも身近な学校図書館』展J

②「 20年以上読み継がれている絵本展J

③「子どもの本のなかの図書館展」

展示期間：平成 17年 10月27日～ 11月9日

※②は利用者からの反響が大きかったので 11月29日まで展示期間を延期した。

ウ ミニ展示

季節や行事にあわせた本のミニ展示を随時行い、資料の紹介に努めた。

(8）各種データベースの作成、書誌、データ加工

子ども読書活動推進に役立つ資料や情報の提供を目的としたデーターベース作成や件名付与

などの書誌データの加工を行った。

問い合わせの多いテーマについては、件名を絵本、児童書等の書誌データに随時付与してい

るので、テーマ別の所蔵リストなどを業務用端末やホームページの「件名検索Jから出力し、

提供した。

(9）講師派遣

「読み聞かせ講座」などの講師として派遣要請があった県内公共図書館、小学校や幼稚園な

どに対して 32回職員を派遣した。

＜派遣先等＞

・5/19 阿知須町立図書館「ボランティア研修会J

・5/20 下松市立図書館「おはなし会基礎講座J

• 5/23 宇部市更正保護女性会講演会「絵本が育む子どもの心J

・6/8 岩国市親子読書連絡協議会 「絵本の読み聞かせ教室J

• 6/14 山口市立陶保育園育児講座 講話「絵本は子どもの心の栄養J

・6/22 山口県立山口養護学校 （校内教員研修）

• 6/29 光市立図書館大和分室「絵本の読み聞かせ講座－初級編－J

・8/4 宇部市小学校図書館教育研究会理事研修会

• 8/10 山口市教育研究会学校図書館部会小中合同研修会
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• 8/11 山口県司書教諭研修会 第 1・2分科会

• 8/18 山口県国語教育研究大会 第 2分科会コーディネーター（会場：光市民ホール）

• 8/24. 9/28. 10/26 長門市立図書館「第2期読み聞かせボランティア養成講座（全3回）J 

・8/29 防府市牟礼南小学校 （教諭・保護者ボランティア対象講座）

• 9/ 4. 10/2 周南市立中央図書館「絵本の読み聞かせ基礎コース（全2回）J 

• 9/21 小郡町母子保健推進協議会母子保健推進員研修「絵本の読みきかせについてj

・11/7 美祢市立大嶺小学校「読み聞かせ研修会」

• 11/10 山口市立仁保小学校「小学校5. 6年生へのブックトークj

• 11/24 山陽小野田市立中央図書館 「絵本の読みきかせステップアップ講座j

• 12/5 グリーンコープやまぐち生協講演会 「絵本の大切さ」

• 12/6 美東町保健福祉センター 「ブックスタートフォロ一事業J

・12/8 山口大学人文学部「児童サービス論J特別講義

• 12/16 下松市立図書館「おはなし会基礎講座実践編J

• 1/13. 19. 20 山口市立宮野小学校「小学校3. 4. 5年生へのブックトークJ（計3回）

・2/9.2/23. 3/9 宇部市立図書館（計3回 「絵本の読み聞かせ講座（中級編）」）

• 3/23 玖珂町立玖珂小学校図書館教育推進委員会講師

(10）視察・見学

3団体、約 240名の視察・見学があった。

5/27 山口市立宮野小学校3年生（約 14 0名）校外学習（身近な公共施設探検）

6/10 山口市立白石小学校3年生（約 10 0名）校外学習（身近な公共施設探検）

9/13 愛媛県立図書館司書職員（ 1名）視察

(11）その他 ) 

ア 山口県図書館協会児童読書研究部会事務局

平成 16年度に引き続き、山口県図書館協会児童読書研究部会事務局を担当した。

※事業の内容については、「山口県図書館協会一会員研修会」の項（p25）を参照

イ 第 21回国民文化祭岩田市実行委員会事業別推進委員の引き受け

「第 21回国民文化祭・やまぐち2006J （平成 18年 11月 3日～ 12日）において、出

版文化展として「全国こどもブックフェスタJが、岩田市「玖珂こどもの館Jをメイン会

場に開催される。この推進委員に、山本安彦主査が委嘱された0 （期間は平成 16年 7月 1

日～平成 19年 3月 31日）

ウ 山口県広報番組「わくわく山口J(YA B山口朝日放送）への出演

平成 11月 1日（火）、再放送 13日（日）放送の「わくわく山口Jで、子ども読書支援

センターの活動が取り上げられ、放送された。（ 5分間の番組）
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［表16］子ども読書支援センター利用・レファレンス状況

-[16-1] 館外貸出冊数 （単位：冊）

平成17年度 平成16年度

個人 42,224 48, 113 

団体（学校図書館など） 3,173 1,838 

計 45,397 49,951 

（うちティーンズ図書貸出） 3,952 3,847 

（うち子ども読書研究図書貸出： 538 245 

団体貸出利用件数 100 76 

[16-2] 読書相談（レファレンス）件数
（単位：件）

平成17年度 平成16年度

レファレンス（調査・相談） 534 593 

子ども読書活動推進関連 41 65 

講師の紹介・派遣依頼 37 26 

読み聞かせ・おはなし会関連 38 43 

その他 418 459 

クイック・レブアレンス 1,582 1,644 

資料・情報などの案内 1,119 1,223 

施設・書架などの案内 463 421 

総計 2, 116 2,237 

H17年度開館日数 2 6 0日

(H16年度開館日数 269日）

※H17年12月はアスベスト除去工事

のために 17日間閉館。

[16-3] 読書相談（レ77レンス） に

おける相談方法 （単位：件）

平成17年度 平成16年度

口 頭 2,016 2,113 

電 話 88 103 

FAX 5 12 

Eメール 7 9 

計 2,116 2,237 

［表17］子ども読書支援センター事業実施状況（単位：人）

[17-1] 新刊児童書研究参加状況 [17-2] 2、3歳児を対象としたおはなし会

参加状況

区分 平成17年度 平成16年度 区分 平成17年度 平成16年度

山口市外参加者 60 90 子ども参加者 116 119 

山口市内参加者 44 52 大人参加者 102 109 

計 104 142 計 218 228 

＊平成 17年度 12月はアスベスト除去工事のため中止。
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[17-3] 子ども読書チャレンジ講座参加状況（平成17年度）

区分
8月3日 8月3日 8月9日 8月9日 8月17日 8月17日

計
1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目

山口市内参加者 9 6 7 4 8 7 41 

山口市外参加者 15 12 12 10 16 15 80 

計 24 18 19 14 24 22 121 

＊ 参加者：図書館関係者、子ども読書ボランティア他

[17-4] 新刊児童書出前講座実施状況 （新規事業）

平成17年度 1回目 2回目 3回目 計

岩国市立中央図書館 7月8日 22 11月11日 9 2月10日 10 41 

長門市立図書館 7月26日 31 11月22日 22 2月14日 45 98 

周南市立中央図書館 7月29日 16 11月18日 11 2月17日 21 48 

宇部市立図書館 8月2日 24 11月15日 13 2月7日 12 49 

県立図書館 8月5日 22 1 1月25日 5 2月24日 17 44 

言十 115 60 105 280 

[17-5] 子ども読書指導者養成講座参加状況 （新規事業）

平成17年度 1回目 2回目 3回目 4回目 言十
、

岩国市立中央図書館 7月28日 38 8月25日 40 9月29日 28 ／／／  106 

下関市立勝山公民館 7月29日 48 9月1日 52 10月6日 47 ／／／  147 

山口県立山口図書館 ／／／  ／／  ／／  10月29日 220 220 

計 86 92 75 220 473 
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V 資料編

・グラフで見る山口県立山口図書館の経年変化

1 開館日数

平日

土曜
日曜

計

2 資料費（決算額）

（千円）

60000 

40,000 

20,000 

。
H13 I H14 

回一般需用費 I4,s62 I 4,941 

図備品購入費 I46,059 
言十 50,921 

4 蔵書冊数内訳

（万冊）

60 

40 

20 

。

Hl3 Hl4 
176 178 
46 47 
50 50 

272 275 

因子ども I 42,324 I 44,538 I 46.462 I 49,685 I 53,428 
E普及用 I 52,980 I 54.oso I ss.099 I 56.135 I 53,527 
図本館郷土 I61.359 I 64,006 I 66.oas I 68,596 I 11.066 
図本館一般 I489,0721500,291 I 509,066 j 514,207 j 522,660 

2十 645,735662,915 676,712 688,623 700,681 

Hl5 
176 
48 
47 

271 
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Hl6 Hl7 
171 167 
49 46 
49 47 

269 260 

3 受入冊数

（千冊）

20 

16十［凶 m r, I 
12 

8 

4 

。
ロ子ども

目普及用

図本館郷土

国本館一般 I10,153 
E十 15,722 17,180 

5 職員数

（人）

35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 。
ロ臨時

国非常勤

圃研修生

回職員

富十 31 31 31 

※平成 16年度：育休 1名

16,304 

31 31 



6 貸出冊数

館外貸出（特別貸出含む）

（干冊） 350 

250 

200 

150 

100 

50 

0 

8 レファレンス

(1）種類別レファレンス受付件数

（件）

12,000 

8,000 

4,000 

。
H13 H14 H15 H16 H17 

図レファレンス 図クイック 国子ども

7 団体貸出

n

u

n

u

n

u

n

υ

n

u

 

E
d

凋

斗

内

d

内

4

4

E

。

16.000 

12,000 

8,000 

4,000 

。

区麹 貸出冊数一・一利用団体数

(2）処理票レファレンス質問形式別構成

上七

H13 

H14 

H15 

H16 

H17 

0% 

回口蹟 国電話 回文書 回FAX BEメール

100% 

図0総記
H13 E主上仁川ぺ勺dぺ；：：＇でや：シシ：；古♂注〈て泣：注主室；古s訴，rψ：vγγdシγ.. 穴？戸、ν》～～：－：ノ..へ謹量墨t命事i矛？苅苅%%恰九宍ポ4「涼；／It誇怒1奈答·~1刊1.3%羽i締1店間臨ii部Ii制慨3ミ滋ミ：E予ヨ；； 7_5悶免：E軒1揖搭証喜干：三：i甚長：；宜ι：t,‘Vミ すV、，＿；：－：♂貝:to乱，6覧虻虻：：；：；一：コe一f一t上（］ 国1哲学

図2歴史

H14 広三：証言｛2（／＇：・s・醸＇ ij刃包：t~r~·；－~ぷ司li~i~i~i恥準君：： 91% ：：：屈藩：主悩百三::J.:::-P＼：絞－：・．斜鍬；：？完工、：1 図・3社会科学

困4自然科学

H15 ド，紙錦富田：：ヲ獅l?.~f1’j山滋~iirum~mtミ（ミ：~： 8.4% ：盟主鉱：l:>·F)\/:/::J<: 2$J%):J：：／：／＼：・／：I 図5工学

図6産業

H16 Fit：紛腫：般職務:r~·－；·；~~im1mi1im~ド翻； ： 9.4% ：： ；閥：創設：fキ♂＼ぐ：－．ー：－－可制；Ji.第三ーぷ
回7芸術

回8語学

ロ9文学
H17 ［抑留神話rim~；－－~訟ュimm~：1:1：：お悶 6.6% ：悶：6:0:%t:fi:/} ロ児童

図郷土
0% 100% 
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9 複写枚数

（千枚）

1 0 ホームページアクセス件数

（千件）
100 r…柄、...................................... 、………………………………町一

。

80 8 
30 

60 6 

40 4 

20 2 

。 。
区~委託枚数

c:::::ヨセルフ枚数

一掃一件数

20 

10 

回図書館

国一般

2十 152,235 202,713 293,921 338,671 

1 1 遠隔地返却 1 2 協力貸出

（干冊） （人）
（冊） 協力貸出冊数

6 r－－… 16,000 

1,500 
4 十 I@¥] I 12,000 

1,000 

関雪 lti:::J i子II 8,000 
500 

。 。 4000 

c:::::::J冊数

一。一利用者数

※平成17年度利用者数は数値未取得の時期あり

1 3 入館者数

。
H13 H14 H15 H16 H17 

（人）

1,200 

1,000 

800 

600 

400 

200 

。
H13 

｜一日平均入館者数｜

H14 H15 H16 H17 

po 
q
u
 



平成 17年度

山口県点字図書館年報

=f753-0083 山口市後河原 150-1

電 話 （083)922一0375

FAX (083) 932-2817 





1 名称・所在地等

名 称 山口県点字図書館

所在地 山口市後河原 15 0-1 山口県立山口図書館内

電話番号 (083)922-0375 

FAX  (083)932-2817 

2 主要設備

ア 点字図書関係

点訳・校正用パソコン一式 IBM • NEC 2台

点字デ、イスプレイ KGS 7守レイルノート 2台

点字プリンター BT2000 ・ET 2台

イ録音図書関係

カセットデッキ SONY TC-RXlOOOT 6台

カセットプリンター SONY CCP-1310F他 4台

デイジー編集用パソコン一式 IBM • NEC 3台

C Dラベルプリンター Expert CP-200 1台

ウその他

デイジー図書再生機 ブ。レクスター社製 TK-300B 20台

拡大読書器 VF-1500AF 1台

音声読書器 アメディアヨメ寸レEZ 1台

イメージスキャナー EPSONGT8700 1台

3 開館時間及び閉館日

( 1 ）開館時間

月～金曜日 9:00～11:00 土曜日 9:00～12:30 

(2）閉館日

ア 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 17 8号）に規定する休日

イ 日曜日及び月末整理日

ウ 1月2日から同月 4日まで及び 12月 28日から同月 31日まで

エ 資料点検期間（春季及び秋季においてそれぞれ 10日以内の期間）

オ知事が特に閉館の必要があると認める日

(3）本年度の開館日数 2 5 6日

4 業務概況

視覚障害者情報提供施設として、ボランティアや関係機関と連携・協力のもとに、利用者の視点に

立ったよりよいサービスの提供に努めるとともに、特に、県立図書館併設のメリットを活かした情報

サービスの充実を図った。

( 1 ）利用者ニーズに即した点字図書・録音図書の貸出を推進。

( 2）視覚障害者の読書環境を整えるため、新規ボランティアの養成を行うとともに、活動中のボラ

ンティアの点訳・音訳技術の向上を支援。

( 3 ）デジタル録音図書の製作開始に向けて、他館の動向に留意しながら、使用機器類や録音ソフト

等の研究・検討を行った。

(4）貸出業務・蔵書管理の電算化を図るとともに、蔵書の遡及入力をすすめたo・

Q
d
 

q
u
 



5 図書館資料整備の概況

( 1 ）図書の製作

点字図書 14タイトル、テープ図書54タイトル、デイジー図書 18タイトルを製作・受入れし

た。

(2）委託・寄贈図書

厚生労働省委託図書は、点字図書 17タイトル、テープ図書 1タイトル、デイジー図書28タイ

トル、寄贈図書は、点字図書 10タイトル、デイジー図書2タイトルを受け入れた。

6 図書館奉仕の概況

( 1 ）登録者数

新規利用登録者は 18名、累計登録者数は83 9名となった。

(2）図書の貸出状況 （ ）内は前年度の数字

点字図書 584 (580）タイトル 9 (7）弘

テープ図書 • 2,692 (4,202）タイトル 40 (50）弘

デイジー図書 3, 378 (3, 582）タイトル 51 (43）九

雑誌を除いたタイトル数を前年度と比較すると、テープ図書とデイジー図書の貸出の比率が逆転

した。デイジー図書再生機の普及とともにデイジー図書の利便性が周知されるようになったことが、

その原因と考えられる。

( 3）雑誌

全国の点字図書館やボランティアグループなどから取り寄せて複製したものを中心に、点字雑誌

1 7誌、テープ雑誌 71誌、デイジー雑誌8誌を提供した。内、当館製作の点字雑誌 1誌、テープ

雑誌2誌もボランティアグループの協力により製作した。

(4）相互貸借

＜相互貸借における貸出タイトル数＞ （雑誌を除く）

点字図書 40点（前年度 57点） テープ図書 1,252点（前年度 1,311点）

デイジー図書 258点（前年度 260点） 計 1,550点（前年度 1,628点）

＜相互貸借における借受タイトル数＞ （雑誌を除く）

点字図書 203点（前年度 194点） テープ図書 812点（前年度 902点）

デイジー図書 820点（前年度 660点） 計 1,835点（前年度 1,756点）

当館の利用者ニーズの多様化に伴って、特にデイジー図書の借受が増えている。

( 5）「ないーぶネットj個人利用登録者数

新規利用登録者は4名（男性3名、女性 1名）、累計登録者数は44名（男性30名、女性 11 

名）

( 6）プライベートサービス

利用者個人のために点訳・音訳を行うプライベートサービスは、点訳4件（前年度3件）、音訳

5件（前年度8件）の依頼があった。

( 7）プレクストークの貸出 延べ 19人（前年度 16人）

デイジー図書専用再生機であるプレクストークの貸出は、昨年度よりやや増えた。プレクストー

クを、個人で所有する利用者も増加しているようである。

( 8）レファレンスサービス 2 8 2件（前年度 12 8件）

利用者からの読書相談などに対応するレフアレンスサービスは、資料の所蔵調査や図書リスト作

成の他、一般的な事柄の調査や、機器の購入・操作方法に関するものなど幅広い質問が寄せられた。
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( 9）平成 16年度版図書目録の作成

墨字版 260部、点字版 200部、テープ版 200部、フロッピーディスク版 10部を作成し、

利用者や関係団体などに配布した。

7 ボランティア活動・養成事業の概況
( 1 ）ボランティア活動

ア図書製作

図書の製作（プライベートを含む）には、点訳ボランティア 9名、音訳ボランティア 31名、

デイジー図書編集ボランティア 5名、点訳校正ボランティア 6名、音訳校正ボランティア 8名、

ボランティアグループ。6グループ（点訳4、音訳 2）の協力を得た。

イその他

テープ雑誌のダビングや発送、テープ図書の配架、タイトルの点字表記などに、作業ボランテ

ィア 4名、点訳ボランティアグループ。2グループ。の協力を得た。

(2）ボランティア養成事業

障害者いきいきサポート事業の一環として、ボランティアの養成及び技術の向上を図るため、次

の事業を行った。

ア 点訳ボランティア養成講習会（初級）

平成 17年 7月 5日～8月2日全5回 県立図書館 受講者 18名（延べ83名）

講師：山口県立大学講師・日本盲人社会福祉施設協議会認定点字指導員

中村賞枝氏

点訳グループ。のばらの会所属ポランティア・日本盲人社会福祉施設協議会認定点字指導員

橋本久美子氏

山口県ボランティアセンター職員 光安信介氏

山口県点字図書館職員

イ 音訳技術講習会

平成 17年 11月 24日～ 12月7日全4回県立図書館受講者 25名（延べ 92名）

講師：日本盲人社会福祉施設協議会認定音訳指導員 宮崎玲子氏

山口県点字図書館職員

ウ 点訳技術講習会

平成 18年 1月 19日全1回 県政資料館 受講者 51名

講師：北九州市立点字図書館職員・全視情協点訳委員会「校正基準J改訂プロジェクト委員

三木和子氏

エ 点訳・音訳のためのインターネット活用講座

平成 18年2月 15日 全 1回 県庁視聴覚室 受講生 10 1名

講師：静岡県点字図書館音訳ボランティア・ HP「音訳の部屋j制作者 平松陽子氏

‘オ デ、ジタル録音図書製作ボ、ランティア研修会

平成 18年 2月 23日（10:00～13: 00) 全 1回 県立図書館 受講者 16名

講師：シナノケンシ側プレクストーク事業推進部営業課 宇都修一氏

( 3）ボランティア表彰

第 53回全国盲人福祉施設大会（日本盲人社会福祉施設協議会主催）の開催に当たり、当館より

推薦した音訳ボランティア、藤井愛子氏、森本員智子氏の 2名が表彰された。表彰式は6月 21日、

広島市のホテルグ、ランヴィア広島で行われた。
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8 見学

小・中・高等学校生徒の職場体験学習、ボランティア養成研修など、計43名の見学があった。

設備・機器類の説明や点字の書き方の指導、テープ雑誌のダビングや発送の作業体験等の対応を行

った。

9 その他

( 1 ）点字図書館システムの本稼働に向けて、所蔵データの遡及入力を行った。利用の多い録音図書

を中心に作業を進め、ほぼ入力が完了した。

( 2）デイジー図書製作にあたっては、従来の、編集ソフトSigtunaDAR 2.017に加え、昨年度から

MyStudio PCを使用して編集作業を行い、 10月に全面的にMyStudioPCへ移行した。これにより

編集効果が上がり、作業がスピードアップした。

( 3 ）プレクストークポータブルレコーダーPTR2の説明会を平成 18年2月23日（14:00～16:00) 

に開催した。受講者視覚障害の利用者 12名を含む 24名。会場は県立図書館。講師はシナノケ

ンシ側プレクストーク事業推進部営業課の宇都修一氏。
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資料収集状況
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11 利用統計 開館日数 256日

( 1 ) 新規登録者数 累積登録者数 839人

区 分 教育 鍛灸 無職 学生 その他 計

男
。 4 6 。 。 10 

新規登録者数 女
。 7 。 。 8 

計
。 5 13 。 。 18 

(2) 分類別利用冊数

点字・テープ・デイジー図書 ｜貸出点数（巻数）合計｜ 47,740点

貸出タイトル数合計｜ 7,929点

（%は、各区分の利用冊数／各利用冊数合計）

区分 点字図書 テープ デイジー（CD)

冊数 タイトル % 本数 タイトル % 枚数 タイトル % 

雑 誌
44 11 1.8% 24,117 1,187 58.1% 324 77 8.7% 

総記
35 9 1.4% 40 10 0.1% 55 49 1.5% 

哲学
16 4 0.6% 106 26 0.2% 18 18 0.5% 

歴 史
121 26 4.9% 648 109 1.6% 102 102 2.7% 

社会
64 25 2.6% 486 104 1.2% 62 58 1.6% 

自然
165 60 6.6% 385 68 0.9% 95 87 2.5% 

工学
53 34 2.1% 98 22 0.2% 48 48 1.3% 

産業
34 8 1.4% 7 3 0.0% 12 12 0.3% 

→云←／.J,:す－ 
52 20 2.1% 112 34 0.3% 21 23 0.6% 

三ロ五ロ 足寸手ー
17 10 0.7% 82 19 0.2% 6 6 0.2% 

文学
1,870 385 75.2% 15,431 2,296 37.2% 2,992 2,973 80.1% 

児童
15 3 0.6% 5 1 0.0% 2 2 0.0% 

計
2,486 595 100.0% 41,517 3,879 100.0% 3,737 3,455 100.0% 

種類別貸出タ
7.5% 48.9% 43.6% 

イトノレ数割合

SAτ 4
 



(3) 相互貸借

貸出 1, 571 館（延べ） 借受 3,020 館（延べ）

貸 出 イ普 戸.,J-_

区 分 点字図書 テープ デイジー（CD) 点字図書 テープ デイジー（CD)

冊数 タイトル数 本数 タイトノレ数 枚数 タイトル数 冊数 タイトノレ数 本数 タイト／レ数 枚数 タイトル数

雑誌
。 0 21 21 。 。 。 。3,502 l, 120 65 65 

総記
。 。 23 6 。 。 6 49 7 7 7 

哲学
4 1 65 16 3 3 17 2 84 16 19 19 

歴史
。 。 166 27 10 10 43 11 121 22 18 18 

社会
5 。 165 38 16 16 26 10 95 20 21 21 

自然
。 154 37 6 6 8 2 218 38 37 35 

工学
。 1 35 9 。 。 4 2 25 9 9 6 

産業
。 。 7 2 。 。 7 1 。 。 。 。

芸術
4 5 2 16 6 71 16 11 11 

三ロ五ロ 単ーすー・
。 。 34 10 3 3 32 10 5 5 

ー、、‘

文学
150 36 8 057 1, 105 221 221 836 165 4,399 674 714 698 

児童
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

計
163 40 8,732 1,273 258 258 966 203 8 596 1,932 906 885 

(4) 来館者数（延べ） (5) レブアレンス件数 282件

利 用者 196 

点訳ボランティア 517 

音訳ボランティア 522 

ディγ寸肩集ボランティア 113 

作業ボランティア 154 

その他 89 

計 1,591 

1日の平均来館者数 6.2人

(6) プライベートサービス

件数 巻数 実 績

点訳サービス 4 5 （点訳頁数） I 3 0 6頁

音訳サービス 5 20 （録音時間） I 3 0時間

( 7）見学

見学団体数 4 （団体）

見学者数 43 （人）

(8）ないーぶネット個人利用登録者数

男 I3 

女 I 1 

計 I 4 

累計 I 44 

「

hυ
A
せ





参 考 料資

1 刊行物一覧
平成16年度山口図書館年報 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーー・・ーーーーーー－ 150部

県立図書館だより （第150号） ーーーー・・ーーーーー・ーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ 1, 500部

みんなで楽しむ読み聞かせガイドブック ーーーーーーーーーー－-－ーーーーー・ーーー世田ーーーー－－－－・3,000部

学校図書館と公共図書館との連携に関する調査報告書一一一ーーーーーーーーーーーーーー 300部

平成16年度山口県公立図書館年報 ーーー・・ーーー・一一一一ーーーーーーーーーーー一一ーーーーーー 70部

山口県図書館協会報「としよかんJ（第70号、第71号合併号） ーーーーーーーーーーー 600部

山口県図書館協会児童読書研究部会会報（第44号） 一ーーー・・・ーーーー園田園一一一帽・ーー 500部

点字図書・録音図書目録（年刊） ーーーーーーーーーーーーー一ーーーーー 点字版200部、テープ版200部

墨字版260部、 FD版15部

AVL協議会だより （第44号） ーー園田ーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－－－－ 1,300部

2 主要行事・会議・研修等一覧

月 行 名 所事日 場

17. 4.12～ 4. 18 I春季資料点検

4.231子ども読書の日特別おはなし会

4.261図書館協力担当者会議

5.25～ 5.26 

5.27～ 6. 10 

臨時晴晴品国最高齢醇智指
図書館新任職員基礎講座（全3回）

6. 11県立・市町村立図書館長会議

6. 71第3回県立図書館あり方検討委員会

6. 9～ 6. 10 I中国四国点字図書館職員研修会

6. 261 山口県点訳・音訳ボランティア連絡会定期総会

6. 13～ 6.241図書館司書専門講座

7. 5～ 8. 21点訳ボランティア（初級）養成講習会（全5回）

7. 61 「図書館振興県民のつどいj実行委員会（第 1回）

7. 8～ 8. 51新刊児童書出前研究会（第 1回）

7. 28～10.291子ども読書指導者養成講座（全4回）

8. 3～ 8.251 「子どもと読書Jチャレンジ講座（全6回）

8. 51 「図書館振興県民のつどいj実行委員会（第2回）

8. 91第4回県立図書館あり方検討委員会

8. 12 I子ども読書活動推進ネットワーク検討協議会（第 1回）

8.24～ 2.281外部包括監査

8.261子ども読書活動推進ネットワーク検討協議会（第2回）

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

東京都

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口県庁

愛媛県松山市

山口県身体障害者福‘祉センター

東
十
口
小 都

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

岩国市他（全5会場）

岩国市他（全3会場）

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口県庁

宇部市

山口県立山口図書館

宇部市
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月 行 事 名 所日 場

9. 91 「図書館振興県民のつどしリ実行委員会（第3回）

9.211第 5回県立図書館あり方検討委員会

10. 51子ども読書活動推進ネットワーク検討協議会（第3回）

10. 61 「図書館振興県民のつどいj 実行委員会（第4回）

10. 6～10. 71全国公共図書館サービス部門研究集会

10. 7～12. 91公立図書館職員等専門講習会（全4回）

10. 12～10. 141全国視覚障害者情報提供施設大会

10. 11～10.201秋季資料点検

10.291第 7回図書館振興県民のつどい

10.29～ 3.301外壁等改修工事

11. 81県立図書館あり方検討委員会報告書提出

11. 91子ども読書活動推進ネットワーク検討協議会（第4回）

11. 10～11.111全国公共図書館総合・経営部門研究集会

11. 11～11. 25 I新刊児童書出前研究会（第2回）

11. 16～11. 18 I音訳指導技術講習会

11. 24～12. 71音訳技術講習会（全4回）

11. 25 I「図書館振興県民のつどいJ実行委員会（第5回）

11. 29～12. 21 中国・四国地区図書館地区別研修

12. 1～12. 21 中国・四国地区県立図書館及び政令市立図書館長会議

12. 15～12.271アスベスト除去工事に伴う閉館

12.21～12.221 中国地区県立図書館郷土資料担当者会議

12.271子ども読書活動推進ネットワーク検討協議会（第 5回）

18. 1. 19 I点訳技術講習会

2. 2～ 2. 3 会費省主購空襲撃さ号事会畠2回）・日本図書館協会

2. 7～ 2.241新刊児童書出前研究会（第3回）

2. 151点訳・音訳のためのインターネット活用講座

2.231デ、ジタル録音図書製作ボランティア研修会

3. 31日本図書館協会理事会（第2回）

（関係団体分）

17. 6. 1 I山口県公共図書館協議会総会

6. 31 山口県図書館協会役員会

6. 161 山口県図書館協会児童読書研究部会（総会・委員会・研修会）

山口県立山口図書館

山口県庁

宇部市

山口県立山口図書館

徳島市

山口県立山口図書館

京都市

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口県庁

宇部市

神戸市

岩国市他（全5会場）

大阪市

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

岡山市

岡山市

山口県立山口図書館

松江市

宇部市

県政 資料館

千葉市

岩国市他（全5会場）

山口県庁

山口県庁

東京都

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館
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月 行 名 所事日 場

6.281 山口県図書館協会理事会（第 1回）・定期総会・会員研修会

8. 181 山口県視聴覚ライブラリー役員会・総会

9. 21 山口県図書館協会大学・短期大学・高等専門学校図書館部会
－図書館ネットワーク研究部会合同研修会

9. 81 山口県図書館協会児童読書研究部会（地区別研究会）

9. 141 山口県図書館協会児童読書研究部会（地区別研究会）

9. 221 山口県図書館協会児童読書研究部会（地区別研究会）

10. 41 山口県図書館協会理事会（第2回）

10. 51山口県図書館協会児童読書研究部会（委員会・研修会）

10.211 山口県図書館協会参考業務研究部会研修会

11. 18 I山口県図書館協会整理業務研究部研修会・総会

18. 2. 11 山口県図書館協会児童読書研究部会（地区別研究会）

2. 11 山口県図書館協会児童読書研究部会（地区別研究会）

2. 81 山口県図書館協会児童読書研究部会（地区別研究会）

2. 101 山口県図書館協会公共図書館部会研修会

3. 71山口県図書館協会理事会（第3回）

3. 81 山口県図書館協会児童読書研究部会（委員会・研修会）

3. 15 I山口県図書館協会参考業務研究部会委員会・研修会

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口大学総合図書館

μ』

左王 市国

山口県立山口図書館

下松市

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

下松市

山口市

岩国市

県政資料館

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

山口県立山口図書館

- 49 -



3 職員一覧表（平成 18年 7月 1日現在）

職 名 氏 名 備 考

館 長 河 里子 泰 明 （点字図書館兼務）

副 告官 長 万ーι＋－ 西 新

面リ 館 長 松 岡 孝 史

【総務 課】

課 長 ）＼ 木 栄二郎

主 事 油 手lj 知枝美

主 事 松 重 幸 ￥＇ム口

非常勤嘱託 古 谷 かお り

【企画振興課】

課 長（兼） 松 岡 孝 史

主 査 辻 村 晴 夫

主 任 庚 重 ． JI頃 子

【資料情報課】

主幹兼課長 田 津 明 子

（資料情報班）

主 査 町 田 博

主 査 形オfて' 山 文 子

主 査 町 田 福 恵

司 書 渡 透、 佳世子

司 書 井 関 手口 彦

司 書 仁田野 莱 新

非常勤嘱託 山 本 真由美

非常勤嘱託 松 永 裕 美

臨時職員 内 田 恵利華

（郷土資料班）

主 査 原 田 方 子

主 査 上 里子 美代子

主 査 林 史 子

【事業推進課】

主幹兼課長 西 山 幹 生 （点字図書館兼務）

（地域協力班）

主 査 珠 山 美代子 （点字図書館兼務） ノ〆

主 査 上 里子 主茎

主 査 須 田 美智留

主 任 山 根 睦 イt （点字図書館兼務）

非常勤嘱託 J II 裕 子 （点字図書館）

（ こども読書推進境）

主 査 山 本 安 彦

主 任 田 キナ 恵美子

司 重匹弓主 tt 入 ふ み

nu 
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〈沿革〉
明治36年 7月 山口町（現山口市）中河原に山口県立山口図書館開館

公立図書館でわが国最初の児童閲覧席を設置

// 10月 夜間の閲覧を開始

37年 1月 巡回書庫の貸出開始

11 12月

40年 4月

42年10月

大正 7年 6月

昭和 4年 3月

25年 6月

「山口県立山口図書館和漢図書分類目録j を発行

公立図書館ではわが国最初の公開書架設置

山口県図書館協会発足

3階建レンガ造りの書庫を増設（現在クリエイティブスペース赤れんがとして保存）

東宮殿下（昭和天皇）の行啓記念事業として春日山山麓に新築移転

秋吉村に美禰分館が開館。以後生雲村に佐波分館、菊川村に豊浦分館（昭26）、久賀町

に大島分館（昭29）が開館

26年 2月 山口県立萩図書館が新築開館

// 11月 山口県公共図書館職員研究協議会発足

27年 4月 山口図書館分類法をNDC6版に変更、切替作業開始

31年10月 山口県点字図書館開館

32年 4月 4分館地元に移管正式決定

47年 6月 山口県読書運動推進協議会発足

48年 7月 山口県立山口図書館新館が山口県点字図書館、山口県文書館併設で現在の場所に開館

49年 1月 全国公共図書館奉仕部門研究集会開催

49年 4月 山口県立萩図書館を萩市に移管

57年10月 巡回協力車の運行を開始

58年10月 山口市で第69回全国図書館大会開催

平成元年 5～ 7月 中央ホール天井アスベスト除去工事を実施

" 10月 山口市で全国公共図書館整理部門研究集会開催

4年 5月 山口県図書館ネットワークシステム稼動

6年・7年 冷暖房設備の改修工事を実施

7年 3月 在住外国人のためのForeign Booksコーナーを設置

If 4月 山口県視聴覚センターの廃止に伴い、視聴覚資料の収集・提供業務を引継ぐ

If 6月 全国総合目録ネットワークに加入

9年 7月 点字パソコンシステムを導入

10年 3月 明治維新資料室開設

13年 2月 厚生省点字図書館等情報ネットワークシステム事業に参加

14年 3月 ホームページを開設、インターネットによる蔵書検索開始

II 4月 遠隔地利用者返却システムの本格実施

15年 7月 開設100周年記念式典を実施

// 11月 山口市で第7回視聴覚教育総合全国大会が開催される

16年 1月 新図書館システム運用開始

II 4月 子ども読書支援センター設置

17年10月～18年 3月 外壁等改修工事を実施

// 11月 県立図書館あり方検討委員会報告書が提出される

11 12月 2F閲覧席（部分）・書庫（倉庫）等天井のアスベスト除去工事を実施
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